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北海道に於ける有反磨無病巣牛に関ナる

結菌率的研究

照和 27年度の検京成お1I. 

千戸教授)

zf-戸勝七・清・4忠義弓三次
{北海道大革謬:・2毒患部家子寄語rr~~，塾教宅:学j壬

之古宇;の人型菌捻検tH出うi揚湯場s性巨主例はその飼養:二有;呂毎
綾患奇でで、あるととが確認され本道に於ける NLR

と結核志一汗与.との閥援を更に強調すべき所見が得ら

れたので、誌にその概要.を第日報として報脅する弐

沼である(本論文要旨忠昭和28年生 FJ第 3.5回臼

本扶欝察合に於て講演j。

言緒1. 

北海這iこ於けるヴ反揚性牛と
NLRとの関係の推移

11. 

北海道に於て辻鼠にi明治 86年以来ツ反患に

よる午の結核の検珍及び淘汰が行われた結果今日

Fig. 1. N 0， of Tuberculin-reacting Cattle 
in Hokkaido in 1903-52. 
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有反!岩;無病巣11二(以下 NLRと略)の成国を究

明する日的を以て;著誇等ほ数年'*北海道内に於け

るツ反陽性午是殺材料の細菌製的検索を接行中で

ある。出不u26 年度に辻 21 伊Ú~ 3例から人型結経

毒iを桧・出し北海道に於ける NLRの成区!の 1とし

て牛の人型結綾菌感染の存在する事貫主主主i拐し

是正に本誌上に桜台1)し各j;訴の注意を喚記した。

我々は昭和 27年度に於ても再びf，a絞の強宗

を綾行した結果3，fPUから入型菌を検lHLAうた外，
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に於て注高度に清浮化された朕態にある。即ち前

報背にも述べた如く著者主主;の検索を行ったツ反i湯

'I!l=/I二からは午型菌の感染を 1イチIJも設明し符宇，JI二

型苗による牛結殺は殆どその跡を耗つに至ったと

いうも過吉ではない。

北海道高産課税31・~(料に基づ、き 1叩90似:1 '"'-'1臼95沼2年

のツ反i跨場f性主/斗午i←三の泊長を見るlに乞第 1!矧詰剖Hに乙示す如くし， 
ツ反[悲在悲:を有初jめ亡宣施し7たこZ岱?時のl陽場場観'¥'ぞれ1:'担悦:イ汚生r守生!主けゾ升F守午，午i二;は工 u9鈎O頭に

及び

少Lし，最近に於ける陽性JI二数試11ftかに 30--50頭

であってツ反陽性子手法 0.196以下の少数:K過ぎな

¥''10 

-~.)j ツ反陽性守二と結核病縫との樹係をみると

往年に於ては本病の泣津高度の岱閉鎖のJl:むなき

に至った牧場も 2，3に止まらなかったとiifiわれて
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いるが，首持のツ反鹿と結核病穏との樹係11:}誌で

の詳細左記銭を訣くととは甚だ遺憾である。然し

乍ち去11検所見の記載の明白な昭和6年以後の成事立

に就て見ると第2f;itIj (北海道者j主謀統計資料)に

示す如く，連年ツ反i場I!t午の!1主主主以上が NLRで

あり特に自白和9(1934)， 13 (1938)， 1u (1941)年の

まnき NL哀は夫々 63，73， 7[)96に及んでいる。JJi

i亡眠不1I2~i 年1之内法に切梓えられた以降に於ては

益々 榊:1111Lツ反陽性午の 70--10096~主契L哀であ

った。以上の事賓は桜めて重要で、あり部地/o~.;2) の

桜台による皮下注射法の場合に於けるツ反肱と結

核約九さの一致率 75%(大IÇ[~材料)， J之内注射法の場

合のー・致率 7~)~909ó (全同各地村料) と宅比較する

と著しい懸隔があり北海道に於けるツ反陽性午の

特殊性を現わしている。

Fig. 2. No.-Iesion Reactors in Hokkaido in 1931-52. 

-・・ー-N'o.司fc~ttle rcacted. ___1'70.0; Caもtlewhlch showed 
h企JD1"Culousle:¥IonS • 

.， _.-一..Perc，苦nt.ofNo-~e51on Reac七ordo

80 

60 

40 

及。

1ヲ31

lII. 検案材料

検索材料ーはII日手1127年度本道各地に愛生Lた

ツ反i完全I:~Iと'1-合計.29 頭 rll 14頭で，読者i台11，]殺すべ

て苦:庁生がlU接各地居場tこ於て部桧に立合L材料ー

を採取r.たものである。ツ反揚l:'f:'l二の詳細l主第 1
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支に示すまfIくであって年齢は封筒月以内のもの

8，立---4歳， 2，5哉、.!:J，J二4IIIiであり幼弱なものに

多く現われる傾向i主前提;け引去である。之写は全

部ホルスタイン将の牝午で各:去;鹿ネ袋H技術1)'によ

り反!直立場1"1:とII今医Irされたものである。



Table. 1. Materials for Investigation in 1952. 
。唱加。暗司

Cattle 
Intradermal Test 

!印刷Age District Skin 
Date of 

Autopsy Findin叙S
lnquiries about Tuberculous 

No. Thickness Date Slau只hter Persons in Each Farm 
(mm) 

22 12 months Sorachi 13 18/VI 1ラ/VII i Negative 1NotemM 

23 7 months Ishikari 22 18/VII 19/VII i Negative i Negative 1， ~叩bwae百o郁e…ug皿lo1u凶1f官srhl凶ser四fe旧odr bo2aE戸d抱ynl叩eoarP& 1u叫11皿0回叩】Ina宣姐a世ryt加，U-
24 3 years Ishikari 6 28IVI 4/VIII I Negative 

2ラ 24 months Sorachi 10 2/VII 29/VIII i Negative Negative 

||One函函r函恥函ypeeamrsn aftt凹erk bcratrhe • tubercl S of this calf for 2 =舟
26 4 year沿 Hiyama 14 30/VII 11/IX EiUzht包凡pIate開hsen叩oid3clealr l lymph after then 由isman oc岨.sionary

contacted with the animal. 
3議

lwive |印inm刷esehnitdeereie山lymphd | 27 9 years Hiyama 6.5 14/VIII 12/IX 
nodes. 

4属
i i iSn oyb-breonanch-siaizl e lytmubpeh rcle J l Tuberculosis |!Cowman whohmad zlolosios ked af'ter也IS

28 7 months Tokachi 18 14/IX 22/IX chaolsfp，i was tubercu Now is in 
nodes tal by the disease. 3見

29 13 years Tokachi 10 14/IX 22/IX !Negative l Negative 
、F、司~・

3つ 10 months lburi 9 24/IX 26/IX : Negative ! Negative 

31 13 months Tokachi 6 26/IX 7/X Negative Negative 

Kushiro 3.5 185/fIx X 13/X Negative Negative 32 7 years ラ. Tuberculous person had looked 
after these cattle for several 

ラ 18F//IX X 
. 
Ephnalrayrgnegmeael nlt ymof ph rmetordoe幽s. years up to this Au部1St.33 17 month1!l Kushiro ラ

13/X Negative ‘ 

34 10 months Kitami 6 19/X 30/ tEenrliae rglyemmpeh nt noodf ems. esen-Negative One cpaelrfs.ow n*who had looked after 
this calf， was tuberculosis. 

3ラ 日years Kitami 7.5 24/X 3'J/X Negative tOunbe erpceurlsooun s. within the family is 
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IV. 様索方法

前報と全くhd主主である。

v.検索或績
1. 事j稜詑rtlこ痛理組織所見

指 1去からilJ1らかな女11く， nllil"hH~[こEii にJ\. ~rJ

大結己主主認めた No.28 以外注il'i~己主:Îj の軒度の ì~主

:んを認め111るものはあったが， 手何ぜ材オれLもJIずTii説i詰誕j見i以子抗病白内;-1采i詰其!i4な

く)所写可弘恥rrμ凶I戸込おi3i
No.28 のßllj!lfhH~己主:(j には i切らかに主主本五会主主j'jが認め

られた。 Nos.2G，27の2例iこ於ては犬々j這頭及び脱

出版H本己主Yiに如上J1L*lIl胞結白jが認められたが組

織の結絞出染色結果は陰性で、あり結絞的経と!j:Ij'J!..

ずる-m-が11144なかったも立IJち組織率的にも No.28
以外i亡於て辻H{ri買な結核れもそ{I二を認め作なかった。

2. 鶴養家族に!E{する胸部疾患者との関係

との時iVこ )~~f ては吉正 tこ}諸説去に:於ても;輯れたと

とろであるが，3)4)11[;干1127年度検京仰の場合も第 1

去に示すお!く午設 (14部I!'7例)に於て部長家族

'/1に幸fi核忠与が1;，ιめられた。その111;j怖からはf支
速のおiく人型菌を分離し符7こがqe!iに No.2:i (主後

7前月給)の場合ほとれを飼育した主対が2年前

からif(度の結板に位ì; り生後 2 街 n以上~Ll( り本経

のIIlli乳その他一切の管正111.を行った.!Jl.宣があり，特

の反1.f，主i場l持後tmもなく病勢認化死亡している。又
No.26は生後2筒年lU!結核患考によ与専ら飼育さ

れその後も fliJ患者・としばしば義燭Lていたとの事

である。廷に討0.28を取扱った牧犬も 11卦;去に結核

のL~I!d特の}ilj桧時入院中で、あったが，生後 2 f~î n 
1111終の飼育を行ったという。之(主主含む結絞志、x
のすべてに就きその排ï~iの右完売を調査する事のm
，14なかった事は甚だ¥遺憾で、あったがu在No.23の

場合誌息収蛇の排菌検去をご行う :'l~ '/J ~m米，その惇

疫及び1&.1設午から !IÎJß寺に人l~ü~i の検出に成功し

た。本ザuは桜本.̂t;;5)の本ナ1'iVこ於ける11二及びそのiM
有家族の結核忠Jfより li(}時に入型菌類(はの抗飛車i
を検jちした桜台と立ftんで我同に於ける飼育家族の

結:t五:志Jすから午へ入N!誌のJ毒殺する空J1:貫主設Ilj1す

る'n!f!:な 1例であると思う.3Z..N os. 32， 8:~ 主 !l i]

-:21家のliliJff-'j'"でIlljs寺に反!広i場枠した例で、あり，

之ん加工111Jれも NLRで‘あって菌検索は12fqiにibるっ

たけれども菌検索を貨建L1うなかった Nos.84，お

の 2例と読んで取J投牧犬又は家族の11Ii'こ結核忠Jす
が存'/1::L /iこ'}\.貨かち之年の Ji. 1庖ソI~，乙於ては入jli1誌

による;退任:を充分に誕い得るものでるる。

3. 蓄検索所見

2f~ 1 去に弘 ~fたツ反 i時計(:-'1--14 例 1/ 1 12{婚に就

きUJj妄土民主及び存会ミ接手Eを行ったところ弟2・去に

Table. 2. Results of Cultivation and Inoculation Experiments 

with斑aterialsfrom Three Infected Cases. 

Metbod of 
r R.esults 
I ( ) indicate the No. of I Strain 
I Colonies grown on the I 
media from 1.5 cc of I No. 
;dense emulsion 

I Retropharyngeal lymph nodes +ωI  R23 
Cultivation 一一 一ー

._____1
一千 f

* Other ly戸出ーヤ何一郎
jIRetropharyngeal，mammary，bronchial and ' 

i 

.. 
rr峨 astinallymph node3 

iっLiver，spleen， kidney， ) 
?ι・mammarylymph nodes 

Inoculation 一一 一一一 ー マ -

":1. Tonsil， hepatic， renal， prescapular and subilliac 
J. lymph nodes. 

4
彊eser出 ric，，ma~mary， submaxiI1ary and pan-. 
creatic lymph nodes. 

Cultivation 1 匂utumof the woman who had looked a伽 this'Ju..l¥.o.lVG¥¥J1V.l.l 

! 
calf. 

Cattle 
Materials for Examination 

No. Examination 

2主

十 (13) q
J
 

一

司

ノ

』

↑

詰
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Results 
Cattle I、Methodof I I ( ) indicate the No. of ¥ Strain 
I y-， Materjals for Examination I Colonies grown on the I No. I Examination I --------------------.-.-----. -~;di~-fr~~ "1 ~5~;; ;;i- No. 

26 

28 

dense emulsion 

Retropbary昭 eallymph nodes. 十(l) I :託26
Cultivation I~ ←一一 i 

Inoculation 

Other Iymph nodes and organs. 

1. ~~sel!teri<-:， su~maxillary， prescapular and sub-
. illiac lymph nodes. 

2. ~etr?phar;ynge~l ， spleni~， renal， illiac， rnarnrnary 
. Iymph nodes. Lung and rnarnmary. 

3. ~r~nchiaI lymph nodes. Liver， spleen and Kid-
ney. 

4. Anal， hepatic and mediastinal lymph nodes 

Bronchial lymph nodes 
Cultivation 1-一一一ー一一一一 一一一一一一一一一一一 l 

Inoculation 

Other lymph nodes and organs 

1. Bronchial and subilliac lymph nodes 

2. Bronchial and rnammary lymph nodes 

3. ~i?l~en， ~idn~y， h;ng. ， Retropharyngeal and 
. prescapular lymph nodes. 

4. Su~maxil!a~y， poplitic， il.liac. hepatic lyrnph 
. nodes and liver. 

ー1-(25::>) R28 

Notes 脅“Alllymph nodes and organs" inヨicatesas fol1ows: Submaxillary， retropharyngeal， anterior 
cervical， middle cervical， posterior cervical， prescapular， axHlary， subi11iac， mammary， poplitic， illiac， 
renal， hepatic， splenic， rnesenteric， .bronchial and mediastinal lymph nodes etc.…-一...Lymph. nodes. 
Lung， liver， spleen， kidney， pancreas and udder.…日…・Organs.
Inocu.lated guinea pigs were killed and cultivatpd after 70 days observations: 

Table. 3. Some Biological Characteristics of the Isolated Strains. 

fCOhkaar-CakocaltoteanrKy isutricas 冶
lqpHhyelrze o| 

D叫 opm副 m 出e iaH加 e

StNraoi.n | | 
presence of Potash1m Reaction Time in Minutes 
tellurate. 一一一一 一 Timein Dreeqさouliorreidzatfioor n 

Medium) 0.0ラ op controlReaction seωnd I by Boiling 

E23lLgcgorruloaoxnwruuedtldh ae，rnDmt田，raytcr，rmfec配rauumegmb-lbsy h ート O 195 100ア.74) 十 iラ >1ラ(9.β) 勢(48

R23 " O O i {4O8Oラ.7五) 十 i多 >1ラ

R26 " ート O 47.ラ i{OiO6) F4 十 30 >1ラ(7.6) 

R28 寸『 O O 1{20209.34 ) 十 12 > 15-

Control 13.5 67 100が j
Bovine type No. (27) (I34) (200) 

9.8 100 100が l
(16.6) 仰) (2∞) I Bovine type No. 10 

後() indicate the average number of developing colonies. 



今回分離した牛由来の 3株，人由来の 1株討・

4 株の生物事的t~主扶は第 3 去に示す如く，集落の

位法，霊童育J伏態，グリセリン靖好J性，テルル被力n

里力11小]11培地に於ける愛育態度等から之等菌株誌

何れも人型菌と忠われるものであるが，更に之主

決定づける~家兎，海~.ミにまちIする病原性を検討し

たととろ第4去に示す如くである。即ち之等法何

れも海裂に封し高度の病妓を惹起するのに反L，

家兎に於ては 0.1mg静旗内注射Lた場合でも病

受注ij，H，腎又は出jにのみ限局しその病焚程度も

事長変'"rll等度に過ぎない。以上の成績から之宅は

{rlJれも人型結核菌とIliJ<;ιされるc

153 千戸，詰*-一一北海道に於ける有反磨、損窮葉牛に崩する細菌皐的研究

示す如く Nos.23， 26， 28.の 3{ダぜから結殺菌主分離

すごるととが出来た。

肉践的に病鑓の認められた No.28の場合は邑

接結養に土る検出集落童文 (i良厚手工費lj約 ].5cc)は極

めて多設でるるのに反1......， Nos.23， 26の如く肉限

及び、顕微鏡的に結核病護主認め符なかった例では，

愛育集落は僅か 1"，2筒に過ぎ宇。持に No.23の

如き土if養陽性であるに拘わら十海旗接種陰性を示

Lた成績は臓器， iH，巴笛中にrli座する菌室主の極め
て少数旦つ~lUp-jしている主賓を物語るものと，Iι

前報のJl支訟を{jf:せ時限1126， 27 i~~年度"Clt.るツ

反陽性-'1二に謝するおlH志望的検索結果を総合すると

給品 33{yIJJ-P 6例 (18%)から入型菌を検出L得た

のに反 L-'f二型菌注 1 例会、らも説明 ，~q~}.なかった事

室は本州各地に於けるツfil場性午がr主宰に-'1斗11蓄

の感染を被むっている{jf-賓と若しい懸隔がある。

旦¥Jち北海道に於ては-'1二期菌の[1)染が殆ど認められ

按考VI. 

う。

従:つて字国菌分離法性に経った抑!と長官:も，も互に

fibA材料を 2~~j 格差:に貯宣するか或は集菌法，

淋菌:elf益法せ;を併用するととにより菌検出陽性成

総を狩る可能性が:充分考えられる。f/，j'菌検出部f立

はゴ己々事¥illlj(No.2宗)及び、明干Tilキi三笛j(Nos. 23， 26) 

であったc

又飼養家族の胸部疾患‘者に闘ずる菌検索は前

誌の如く No.23の取数主i?に就てのみ賓施L，

昨咲から直接培養により結核誌を検出した。

4. 分離菌の同定

その

Pathog~nicity of the Isolated Strains， 4. Table. 

Q) 

トE
Eヨぷ
:=:0.. 

zjz 

m山

4zhog-符
仏

Termination 
Dosis Method of Animals Strain 

九
円
。
詞
芝
凶

回。。{円同∞

』

O
K
ぶ」

切ロロ
J

(mg.) Inoculation for Use No， 

KilIed after 60 days. 

Killed after 56 days. 

十行十土IHt Hlト伝十

Macroscopical Findings. 

Q) 

;里ーち
さ32
誌を
∞両ニョ

0.01 1. V. Guinea pig 

Rabbit 
H23 

十十

÷ 

十廿十+す十

すす

4
a
 
，T
 

Ki1led after 42 days. 

Killed after 78 days. 

0.1 

0.01 Guinea pig 

Rabbit 
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守之に反して本道のツ反陽性三i二の 1部のものは明

らかに入型菌の感作によるものであるととを示す

ものである。

従来 NLRの原i誌として誌極めて雑多なi母子

が考えられでいるのであるが，その中主要なもの

として入型結核菌感染，烏型結核菌感受及び非病

抗菌その他の捺I当菌による Skin-lesionの存在宅が

問題となっている。然L乍ら我調に於ける良型結

核蕗iの分離に謝する‘様子?として法上野動物園の総
入鶴2f婚に就ての山本iりの報台以外は認められ宇，

一般家禽その抱動物に於ける本菌の惑立とは現在迄

認められていない。又 Skin-lesionに就ては二本だ本

邦にその報去を見ないが我々は 1949年に北海道

紋別郡に於て 1例の NLR(9 歳)の乳房音I~ の皮Jj寄

に限界明瞭なイ:-:y~3'"-'4 cm民111IJi三な出き腫脹部を

認めた。之は}hl謹浮き結合織にいほれ内部に梢色

の粘調ならざる諒告な膿汁を入オL，鏡検~J-_多設の

抗酸菌を認めたが培養は不成功に経った(動物接

種誌遺憾乍ら賓施しなかった)0;組織率的には);Iill主i

に結合様性増生を1't~ う中心に臨死，石/y(沈志位び

にi壬態車!日胞を含む~家主な結根治経である。本例は

I~j らかに住民-lesion の 1 例であって NLR の一国

と Lでかかるツ反i場柱部jの存在に各方訴とも .rtf~立

する必要があろう。

VII. 緯 括

北海道に於ける NLRの寅f本を究明する目的

で昭和 27年度に於ても前報h抗滋Hl琵i準的検-来を

績行したととろ弐の如き或誌がれ}られた。

1. H;1季1127年度北海道各地に於けるツ反i湯

t主守二 29重良中 14si兵をft首会したととろ部i¥HJ1株巴笛iに

大豆大結節を認めた No.28以外は組織準的にも佐

賓左結核病援を認め得ない所詔 NLRであった。

2. ;:培養誌び、にj毎誤接種主行った 12g;1j中 3

例から結絞誌を検出する主・が出来たG 菌桧fU吉町立

は咽背淋巴笛 (Nos. 23， 26)及び、肺IIfHlキ巴笥 (No.28)

である。 濃厚乳剤約1..5cc中よりの致育集落主主は

結核病援を認め得た No.28以外は 1--2符に過ぎ

ない。

:3. No. 23.11二息抜対立開放性結核忠一与で色 8

11t]入の熔議及びその取挽午より同時に結核菌を:桧

出する訴が出来たG

4. 之/手の結核菌は宝物皐的性~lた及び家兎'p

海裂に主-1j- る抗原'i"t"~;;から入型結殺菌と hû~~され

る。

5. 14例のツ反陽性午とその飼養家族の胸部

疾患者との除i係をみると半裁が直接~間接に結絞

患者と誌摘していた三i一泊三明らかで， 443t乙人型菌を

検出した No.23，No.28午は生後約致事五月1l¥J， 又

No.26 午は生後 2 筒~l三iij出;;杉;志、五-により飼育され

たものである。又 No.32， No. 33 JI二は菌桧Hi陰担i

に;/:1:ったがIliJ--.民家の飼育11二で長男!に(くり結核忠

:x-により弘!存された~~j~賓がある。

6. 以上のj耳;はから北海道に於ける NLRの

涼同として人型結絞菌の感染を主i~えする必要があ

り，結核忠託から王子を完全にF市議する ~1fが北海道

の NLR を j~手ジ七する←i主要L子工交であるものと j品う G

稿をi寄るに時五み材料の鬼集その他lこ蛍り多え

の偶i援助を賜った北海道善計主J*.各家者保提街生
PR，持i主主¥;環境保-生謀長び、各地保健所註び、に病王盟
主u級事的}事i-見の提供を戴いた比絞浜正幹事教;宝山桜
教授外職t--1各{立に深謝する。命本研究は文部省科

皐研究交及びI1iJ宇i'S5LILt験研究交に立う所大であ

る。 ii己して感謝の;主主去する。
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BACTERIOLOGICAL STUDIES ON THE NO・LESION

REACTORS IN HOKKAIDO. 

II. RESUL T OF OBSERV ATION IN 1952. 
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1弱

In Hokkaido， tuherculin testi口氏 of cattle was first started in 1902. At that time， 8，000-20，000 cattle 

were hcin広 testcdannually， of which hundreds of head gavc postive reactions. The reactors were slaugh-
tered in cvery case and as the results of these procedures， thcir numher decreased year by year. Thcn 

the average number of reactors hecame as fc¥v as about fifty head， that is， only 0.1-0.2髭 ofall tested 
cattle '(Fig. 1). On the other hand， since 19:31 man)' positive reactors have heen noticed at au士opsyto 
show no signs of tuherculous lesIons and this phenomenon became more remarkahle (Fig. 2). 

Since ] 9"1台themethod of the intradermal tuherculin test has been adopted; the number of no-lesion 

reactors in Hokkaido increased more and more and in ]950-1951 it had reached to 80-100忽 ofall reacting 

cattle. Accordingly， since several years ago， the authors have carried out bacteriological studies on this 
curious phenomenon and as the result they could detect three cases of human type tubercle bacilli infection 

from 21 tuberculin positive-reacting cattle which showed no tuberculous lesions on autopsy as has already 

b町 nreported in“Vetcrinary Research" ~o. 1. 
Following this report， also in 1952， the wrIters carried out the same investigations on the causative 

agents of the no-lesion reactors in Hokkaido・ Materialswere re-collected and detailed investigations were 

performed from both the bacteriological and the pathological standpoints. 

Results obtained are summarized as follows. 

(1). In ]952 about 70，000 cattle were tested in various districts of Hokkaido， only 29 head of which 
reacted. Fourteen head of these were examined. Tuberculous lesions ¥vere macroscopically detected in 

only ] case， No. 28-soy-bean-sized tubercle in bronchial lymph nodes. The others showed no tuberculous 

lesions even in histological investigations. These were so-called no-lesion reactors (Table 1). 

(2). Cultivation and guinea pig inoculation experiments羽lereperformed in 12 of those fourteen cases. 

j1-1j'cobacterIuflI tuberculosis was detected in 8 cases. The hacilli were cultivated from the materials of retro-
pharyngeal (No. 2~j， No. 26) and hronchial lymph nodes (No. 28) respectively. The number of cultivated 

ba:cilli from ahout 1.5 cc. of dense emulsion of materials was very small as few aS 1 or 2， except No. 28 

which showed macroscopical lcsions (Table 2). 

After a11， the authors could not certIIy any instance of the infection ¥vith bovine type tuhercle baci1li. 
(.'j). The woman caretaker who had looked after No. 28 calf suffered open pulmonary tuberculosis 

several years ago. Tubercle bacilli could be isolated from her sputum as well as from lymph node of the 

cnlf at the same time (Table 3， 4). 
(4). Several biological characters and pathogenicity for rahhits of these isolated baci1li were studiぞι

As the result of cxamination， all of these tubercle bacilIi were found to he idcntical with human typc 
(Tabte :3， 4). 

(i>). lVloreover， inquiries wcre madc regarding tuberculous persons associating ¥vith the tuberculin-
positive-reacting cattle. It was consequently found that half of these cattle had been in contact wIth 

tuberculous pcrsons dircctl予， or indirectly for various periods of time. 

Especially， cattle Nos・2:3，26 and 28， from which human t~'pe tubercle bacilli were isolated， had heerl 
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in care of tuberculous persons for several months or years (Table 1). 

(6). From the above-mentioned results and the previous report， the authors are confident that not a 
few cases of tubercu1in-positive cattle in Hokkaido are inflicted with the infection or are inf1 uenced hy 

human type tubercle bacilli. Accordingly， it is urgently recommended that all cattle he strictly isolated 
from tuherculous persons・


